第２章　気象
年間概況
　今年の降水量は最も期待される梅雨期に平年の50パーセントから70パーセントに終り、その他の月も平年を下廻った。気温は２月はやや低かったほかは平年並みか、やや高く、年を通じて高温傾向が続き、特に７、８月の猛暑干天は記録的であった。台風は30個発生し、このうち西日本に上陸した台風は８号、13号、18号の３個だったが、いずれも小型で期待された雨は慈雨程度にすぎなかった。
月別概況
１月：３日早朝、山陰沖から近畿北部を通過した低気圧のため、各地に突風が吹き荒れ大阪で最大瞬間風速毎秒26.2メートルを記録した。その後しばしば冬型気圧配置となったが長続きせず、近畿北部の積雪は10日から11日に20センチメートルから40センチメートルに達したほかは積雪が少なく、中南部では晴れの日が多かった。
２月：上旬前半は本格的な冬型気圧配置となり、近畿北部の平野部で30センチメートルから50センチメートル、山間部で150センチメートル前後の大雪となった。しかし上旬後半から中旬前半にかけ南岸沿いに前線が停滞し曇雨天の日が多かった。その後冬型気圧配置を繰返しながら月末の28日には発達した低気圧が日本海を通り雷や雹を伴う春一番の強風が吹いた。
３月：気圧の谷が通過した後、冬型気圧配置となり寒い日もあったが、高気圧が南に偏り晴れの日が多く気温の変動が多かった。
４月：気圧の谷は短い周期で通り曇雨天の日があったが、天気の崩れは小さく上旬と下旬の後半は高気圧におおわれ晴れの日が多かった。気温は前月に引続き変動が大きかった。
５月：上旬から中旬まで晴天日と曇雨天日が５日から６日続くベースで周期的に変り、下旬は晴天日が多かった。17日から19日にかけて二つ玉低気圧が西日本を通過し潮岬で150ミリ、その他の地方で20ミリ前後のまとまった雨となった。
６月：上旬は大陸からの移動性高気圧におおわれ、さわやかな日が多かったが、11日日本海の前線が南下して近畿地方は梅雨入りとなった。その後月末まで陽性型の梅雨となり16日と22日から23日各地に大雨が降った。一方前線が日本海側に停滞した中旬の後半は、梅雨明けを思わせる暑さとなった。
７月：１日気圧の谷が通った後、近畿地方は太平洋高気圧の圏内に入り、３日梅雨明けとなった。その後連日猛暑が続き、10日から13日頃にかけ熱帯性低気圧や寒冷前線の南下のため、各地に雷雨が頻発したが15日以降月末まで無降水の所が多かった。月降水量は豊岡の0.5ミリ、舞鶴13ミリをはじめ各地に少雨を記録し、又日最高気温では６日京都37.1度、27日大阪37.3度を記録した。
８月：７月に引続き太平洋高気圧の勢力が強く、連日猛暑、干天が続き大阪では12日38.0度を記録した。下旬の中頃になり、太平洋高気圧が後退し、大陸から移動性高気圧が日本海と北日本をおおい暑さも峠を越した。台風８号は２日鹿児島県に上陸後中国地方の西部を経て日本海に抜け、又20日にはごく小さい台風13号が徳島県日和佐付近に上陸したが、いずれも降水量は慈雨程度であった。大阪の月平均気温29.6度、最低気温26.1度は観測開始以来第１位。
９月：上旬は前半所々で雷雨が発生したが、後半は大陸高気圧におおわれ晴天が続いた。中旬から下旬にかけ南海上に前線が停滞し曇雨天の日が多かった。台風18号は15日夕刻下関付近に上陸後、中国地方を縦走し16日早朝舞鶴付近で熱帯性低気圧となった。
10月：気圧の谷は４日から５日の周期で西日本を通り、まとまった雨は５日、９日から10日、27日から29日に降りその他の日は好天が続いた。月末には冬型気圧配置となり29日伊吹山初雪、31日奈良で初霜を観測した。
11月：月初めから４日頃まで冬型気圧配置が続いたが、その後中旬頃まで気圧の谷が短周期で通り、曇雨天日が多かった。下旬に入り気圧の谷が通った後、冬型気圧配置となり、近畿北部で俄雨や俄雪、中南部は晴天の日が多かった。月末には近畿南部に初雪を観測した。
12月：月初めから中旬頃まで一時的に冬型気圧配置となったが、全体としては大陸高気圧が南に偏って西日本をおおったため好天の日が多く気温は11月上、中旬並みに高かった。 18日頃から下旬初め及び月末頃冬型が強まり近畿北部や中部で俄雪が降ったが、北部の積雪は少なかった。
